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別紙 

公益財団法人和歌山県柔道連盟  

 

 

「問答」について 

 

 

 昇段合格者は、以下に定める内容について 400字詰め原稿用紙等を使用し自筆でまとめ、団体責任者を通

じて提出してください。 

 

嘉納治五郎師範は、「柔道は心身の力を最も有効に使用する道である その修業は 攻撃防御の練習に

由って身体精神を鍛練修業し 斯道（しどう）の神髄を体得することである そうして是に由って己を完

成し 世を補益するが 柔道修行の 究竟（くきょう）の目的である」と述べています。 

このことを踏まえて、各段位（取得予定段位）のテーマについてまとめてください。 

 

初段 

・ 柔道修行を通じて学んだことをまとめてください。 

弐段 

・ 柔道修行から得たことをどのように社会に役立てるかについて自分の考えをまとめてください。 

参段 

・ 「精力善用」「自他共栄」について自分の考えをまとめてください。 

四段 

・ 柔道を通じた人間形成について自分の考えをまとめてください。 

五段 

・ 柔道を通して、己を完成し世を補益する人材を育成するにあたり、後進に伝えるべきことについ

て自分の考えをまとめてください。 

 

 〇 内容について 

  ・ 各段位とも 200字～400字程度でまとめてください。 

  ・ 内容については団体責任の指導のもと作成してください。 

  ・ 余白等に分かりやすく審査段位、所属、氏名を記入してください。 

 

 〇 その他 

この成果物につきましては、公益財団法人和歌山県柔道連盟ならびに、柔道の普及・発展を目的とし

た教育研究等に活用させていただく場合がございます。なお、活用に際しては個人が特定されることの

ないよう適切に匿名化処理を行い、プライバシーの保護に十分配慮いたします。 

万が一、ご懸念や不都合等がございましたら、団体責任者を通じて、公益財団法人和歌山県柔道連盟

事務局までお申し出ください。以上の点につきまして、あらかじめご了承いただきますようお願い申し

上げます。 


